
 

  

  

  

  

  

  

  

  

地域経済分析システム（RESAS）で見るむかわ町  
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む か わ 町 商 工 会 

 



１． 人口の動向  

鵡川町と穂別町が合併し、むかわ町が誕生した、2005 年の人口が 10,602 人でしたが、10 年

後の 2015 年に 8,596 人、10 年後の 2025 年 7 月末の住民基本台帳上では、7,310 人となり、

減少率の鈍化はみられますが人口の減少は続いていくものと思われます。  

人口推移の推計では、2025 年の 15 年後の 2040 年には人口は、5,000 人を割り、生産年齢

人口が老年人口を下回ると予想されています。  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2005 年：10,602 人 

2015 年：  8,596 人 

2025 年： 7,310 人 

 

2025 年 

総 人 口 ：7,310 人 

年 少 人 口 ：605 人（8.3％） 



２． 人口ピラミッド  北海道むかわ町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３． 地域経済の流れ  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 雇用者所得流出入額  民間消費流出入額  

むかわ町  ▲6 億円 +３３ 億円 

安平町  ▲39 億円 +10 億円 

厚真町  ▲45 億円 +16 億円 

平取町  ▲10 億円 ▲1 億円 

日高町  +１億円 +8 億円 

苫小牧市  ▲59 億円 +85 億円 



（１）生産（付加価値額）の分析  

生産面の指標として「付加価値額」（GDP）を用いており、「付加価値額」は、企業で言えば粗利

益の部分で「もうけ」の総額を示しています。  

この分析によって、地域の経済面を生産面で支えている産業が何か、各産業の労働生産性はど

の程度で他地域と比べ優位といえるかが把握できます。  

 むかわ町の場合、第３次産業が 158 億円の付加価値を生産、第１次産業は 70 億円、第 2 

次産業は 41 億円となっています。  

従業者一人当たりの付加価値額（労働生産性）では、第 3 次産業は 727 万円で、全国 1,718 

市区町村中 1,350 位で優位に立っているとは言えません。第 1 次産業では、同じく 511 万円

で、235 位、第２次産業は 609 万円で 1,440 位となっています。  

第 1 次産業：農林・水産    

第２次産業：製造・鉱業・建設業    

第 3 次産業：運輸・商業・サービス・行政  

（２） 分配（所得）の分析  

雇用者所得とは労働の対価として受け取る賃金や給料等です。むかわ町居住者が町内で得る

雇用者所得が、140 億円で、他地域で勤務して得る雇用者所得が 3 億円となっています。つまり 

3 億円の雇用者所得がむかわ町へ流入していることになります。  

その他の所得とは、雇用者所得以外の所得で、財産所得・企業所得・交付税・社会保障給付・

補助金等です。むかわ町の場合、生産（付加価値）で得られたものから、123 億円が、財産所得、

企業所得等のその他所得となっています。その他所得では、143 億円が地域外から流入してお

り、交付税や社会保障給付、補助金等が主ではないかと考えられます。  

雇用者所得（一人当たり）は、189 万円で全国 1,718 市区町村中 1,487 位であり、地方創世

の実現によって、この金額が増加することが成果の一つと考えられています。  



（３） 支出の分析  

むかわ町での民間消費額は、174 億円で、その内 ３３ 億円が他地域から流入しています。民

間投資額では、92 億円ありますがその内 56 億円が他地域へ流出しています。町や国の出先機

関からの発注額を含むその他支出は、174 億円でその内 114 億円が地域外へ流出しています。  

民間消費では、23.4％の流入があり良好ですが、民間投資、その他の支出がそれぞれ 60.9％、 

65.5％と他地域へ支出されています。  

地域で稼ぎ、地域で得た所得が他地域へ流れることは、地域の企業の新たな生産販売活動へ

繋がらず、地域の経済循環がうまく機能していない可能性がでてきます。地域が地域外の消費、

投資をより多く受け止め、稼ぐ力を付けて、付加価値を高めることが重要と言われています。  

（４） 全体として循環図の分析  

生産（付加価値額）からスタートして考えた場合、全産業で 269 億円の付加価値が生産され、 

269 億円が、所得へ分配されています。地域の所得は、地域の付加価値額 269 億円に地地域

から流入した 137 億円を加え 406 億円となり、それが支出へ向かっています。支出では、406 

億円へ他地域からの民間投資へ 33 億円の流入があり 439 億円の支出額となっています。その

内 170 億円が他地域へ流出し、269 億円がむかわ町内へ支出されています。（町内への支出額

＝町内での生産額となり、サイクル完了）  

地域経済循環率は、「生産（付加価値額）÷分配（所得）」により算出され、地域内で生み出され 

た所得がどの程度域内に還流してるかを把握するもので、自治体ごとの特徴を表すものです。  

  地域経済循環率  

むかわ町  66.2％ 

厚真町  74.6％ 

安平町  79.6％ 

日高町  69.8％ 

平取町  56.5％ 

苫小牧市  94.7％ 

 



４.むかわ町内の産業構造  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建設業及び農林漁業の割合が、北海道、全国

に突出して多い反面、卸売業、小売業、製造業、

医療・福祉の割合が低くなっています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生産額の面から、２０２２年の町内産業の構成割合を示したものです。むかわ町では、１次産業

が１９．８％、２次産業が２１．５％、３次産業が４８．７％の構成割合となっています。全道平均と比

較すると３次産業の割合が少なく、１次産業の割合が多いことがわかります。 

 

第 1 次産業：農林・水産    

第２次産業：製造・鉱業・建設業    

第 3 次産業：運輸・商業・サービス・行政  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 次産業 

19.8％ 

２次産業 

21.5％ 

３次産業 

48.7％ 

３次産業 

81.3％ 

２次産業 

17.３％ 

２次産業 

41.5％ 

３次産業 

57.4％ 

1 次産業 

1.4％ 

1 次産業 

1.0％ 



５. 地域ビジネス環境分析シート 

   産業別の事業者数・従業員数～人口増減によって影響を受ける生活関連ビジネス～ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６.影響力・感応度分析（産業別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<第１象限＞ 

<第３象限＞ 

地域の中核となっている産業を把握するための表です。 グラフの横軸の影響力係数は、当該産業に対する新たな需要が、全産業（調達先）に与える影響

の強さを示し、数字が大きいほど、その産業の調達先が地域内に多いということになります。 影響力係数の大きな産業は、食料品、製材木製品、農業で

あり、その産業の調達先が地域内で大きく、新たな需要が調達先に与える影響が強いということになります。 グラフの縦軸の感応度係数は、全産業（販売

先）に対する新たな需要による当該産業が受ける影響の強さを示し、数値が大きいほど、その産業の販売先が地域内に多いということになります。 感応

度係数の高屋産業は、対事業所サービス、水産業、運輸業であり、販売先に対する新たな需要により影響を受ける産業ということになります。 


